
地域における公共投資の波及効果

一
地域産業連関表による一

木　下 滋

はじめに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ）
　筆者は昨年『エコノミスト』誌に「公共投資はこれでよいのか」という論文

を，宮本憲一，保母武彦，土居英二各氏との共同で発表した。しかし，時間的

　　　　　　　　　　の
制約や，『近畿ビジョン』で述べられた，関西新空港建設を中心にして関西経

済の地盤沈下を回復しようという考えを，具体的数値計算によって批判すると

いう論文の目的や，『エコノミスト』誌の性格等々の制約から，そこでは計算

方法の詳細や，その問題点，また計算結果の意味などにふれることはできず，

この論文は，いわば，計算したらこうなりました，という内容のものであっ

た。本稿では，どうして，生活基盤向け投資は，産業基盤向け投資より生産誘

発効果や雇用効果が高くなったのか，この結果は大阪以外の県でも妥当するの

か，ということを検討したい。

　まず上記共同論文の概略と，計算の補足的説明とからはじめ，次に本稿のテ

　　　　　　　　　　（3）
一 マにはいることにする。

1

　上記論文は，関西新空港建設を目玉にした産業基盤優先の，いいかえれば，

従来わが国の高度成長期に大々的に展開されてきた公共投資と，これに対置し
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て，たち遅れている生活環境の改善と都市の防災とを総合的にくみこんだすみ

よい街づくりを行なおうとする公共投資との二つを比べ，産業連関分析をもち

いて，その産業別企業規模別波及効果，雇用創出効果の相違を大阪府について

みてみようというものであった。「福祉を充実させるのはいいが，福祉では景

気は良くならない」という批判，ないし疑問が，革新的陣営の政策に対して，

特にこの数年の長期不況，雇用不安の時期に，多くなげかけられている状況が

あり，一・方には，景気回復には公共投資を，公共投資といえば，産業基盤向け

大規模プロジェクト，そしてそのためICは公害，環境破壊もやむなしという

考えがあり，不況克服のためには，大規模産業基盤プロジェクト（コンビナー

ト，高速道路，新幹線）と環境破壊のいずれをもうけいれざるをえない，と考

えられている状況に対して，公共投資が不況克服に一定の役割があるのは当然

であるが，公共投資にも，住民生活に密着し，福祉が増進されるものがあるこ

と，したがって，福祉を充実させつつ不況を克服していくことが可能であるこ

と，さらにそれは前者に勝るとも劣らない効果をもつことが示されればよい，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
というのがこの分析にこめられたわれわれの意図であった。

　もちろん，公共投資は，生産波及，雇用創出という経済的効果，それも投資

そのものの波及効果のみにしぼって評価さるべぎものではない。公共投資によ

る建設工事やそれが波及をおよぼす産業の生産増が，生活・自然環境にいかな

る影響をおよぼすか，また建設された施設が，その後その地域の経済，環境，

文化にどのような影響を与えるか，という観点でも評価されねばならない。わ

れわれの行なった仕事は，こういった総合的評価の一側面をカバーするにすぎ

ない。

　第1図が計算方法を図示したものであり，これにしたがって概略を説明して

いこう。第1図◎において，二つの型の公共投資の部門別構成の推計を行なっ

ている。その結果は第1表である。『近畿ビジョン』に掲載されている近畿地
　　　　　　（5）
域の公共投資額や，大阪府の過去の公共投資実績をもとに，1985年の「近畿ビ

ジョン型投資」（以下「ビジ・ン型」と略記）を推計し，同じく1985年の「生活環
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地域における公共投資の波及効果（木下）

第1図　公共投資の波及効果の計量フロー・チャート

（注1）：大企業と中小企業の規模の指標は，従業員規模。製造業は1～299人と300

　　　人以上。卸売業は1～99人と100人以上。小売業は1～49人と50人以上。

（注2）：建設部門分析用産業連関表は産業が60部門，建設部門が46部門に分割され

　　　ている。これを産業については◎に合わせて統合・分割し，建設部門につい

　　　ては，◎に合わせて統合した。

〈注3）：府民所得の成長率，近畿全域に占める大阪分の推計値，公共投資の過去の

　　　トレンド等を参考に「近畿ビジョン型」を，われわれの構想をもとに「生活

　　　環境防災型」を推計した。
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第1表　公共投資類型別投資部門構成（1985年度）　（単位：10億円）
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（注1）：1，1，H，　Wの分類は宮本憲一『社会資本論」による。

（注2）：1975年価格、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域における公共投資の波及効果（木下）

境防災型投資」（以下「生活型」と略記）を，われわれ独自に推計した。両者の

相違の主なものは，総額が2．4兆円と1．9兆円と，想定された経済成長率の違

いを反映した相違と，表の1＝産業基盤投資，1＝生活基盤投資，皿＝防災投

資の額の構成の相違である。「ビジョン型」では1とll　＋皿の比が約1対1，

「生活型」では1対3となっている。「ビジョン型」では道路建設が大きく，空

港も130億円となっているかわりに，「生活型」では，1の生活基盤が比重を占

め，空港のかわりに治山治水がふくらんでいることによる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　第1図の㊦では，建設部門分析用産業連関表（1970年）（以下建設連関表と略記）

の投入係数を，◎及び第1表の公共投資部門分類にしたがい列の統合を行ない，

さらに⑪でつくられた規模別産業連関表の部門分類にしたがって行の統合，分

割を行なった。通常の産業連関表の最終需要の分類は高々8項目で，固定資本

形成の項目に含まれる公共投資の細かい分類がなく，道路建設と住宅建設，空

港建設と治山治水事業とかの事業別の生産波及効果をみることは全くできない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
ので，そういう目的のために作成されている建設連関表を使うのである。それ

には，建設連関表の工事種類別投入係数を使って，建設業が，工事の種類にょ

って，どの産業から（われわれの場合には，どの企業規模から，についても）

原料の中間投入を行なうかをはじきだし，この額を改めて，各産業（企業規模〉

への最終需要とするのである。しかし，建設連関表は全国を対象につくられた

ものであり，それをそのまま大阪府の分析に用いることは，全国と大阪が同じ

投入係数であるという仮定をもうけていることになる。

　第1図③では，1974年大阪府産業連関表を同年の工業統計表の従業員規模別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
生産額比によって規模分割し，規模別産業連関表を推計する。第1図㊦では，

◎で推計した部門別公共投資額に，⑪の投入係数をかけ，二つの公共投資によ

る第1次原料投入額を産業別・企業規模別に推計する。これが最終需要として

与えられることになるが，この投入額のすべてが大阪府内産業から発注される

わけではなく，⑪からだされた府内自給率⑥をかけ，⑪の大阪府内産業からの

原料投入額を出す。そしてこのベクトルに①の逆行列をかけ，①の二つの投資
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第2表一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　二つの型の公共投資の

生産誘発効果・雇用効果の比較（分析A一公共投資総額）

果効発誘産生

発
数

誘産生
係

及麟②
及麟①

直
雇用効果の比較（1．9兆円当たり）

生活環境
防災型投資

近畿ビジヨ
ン型投資

　（億円）「　　　（億円）｜

17・6501　8・107　ユ・4593 87，852人

22，050 9，780 1．4435 81，740ノ＼

生産誘発係数＝（①＋②）÷①

第2表一2
麟誘翻果・雇用効果の比較（分析・一欝綴議）

防災事業

空港建設
事　　　業

生産誘発効果
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　①　　　　②　　　係　数
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第2表一3　公共投資類型別生産誘発額構成（分析A，第2表一1の内訳）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域における公共投資の波及効果（木下）

生産・雇用誘発効果推計結果

第2表一4　類型別公共投資単位当たり産業別規模別生産誘発額構成（分析A）（単位：％）
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第2表一5　空港建設事業と防災事業の産業別生産誘発効果（分析B，第2表一2の内訳）

　　　空港建設事業　　　　　　　　防　災　事　業
金額（億円）　　構成比（％）　　金額（億円）　　構成比（％）
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第2表一6 産業別・規模別生藍誘発効果（空港建設事業と防災事業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（分析B，第2表一2の内訳）
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による産業別・規模別生産誘発の額を出す。⑦に雇用係数⑥をかけると産業別

・ 規模別雇用誘発の効果がでる。

　こうして出た結果をまとめたのが第2表の1から6までである。この計算過

程で，両公共投資の目玉である空港建設事業と防災事業の波及効果も出てくる

ので，その比較も行なっている。この結果をまとめていえば，1．絶対額では当

然「ビジョン型」が生産・雇用の誘発効果は大きいが，1単位当たりで比較す

ると「生活型」は「ビジョン型」より上まわる。2．防災と空港の比較でも防

災が上まわる。3．「生活型」と「防災型」のほうがそれぞれ軽工業，中小企業

への波及がより高く，「ビジ・ン型」は大企業，重化学工業への波及がより高

い，というものである。

　したがって，不況克服のための有効需要創出という限られた観点からみても，

大規模産業基盤プロジェクト投資を絶対化するのは誤りであり，さらに，雇用

問題，中小企業対策，また，行きすぎた重rヒ学工業化の是正という産業構造上

の問題を考えれば，なおさら，大規模プロジェクトより国民の福祉や生活基盤

充実の公共投資を考えるべきである，という結果がでたわけである。

　ここでこの計算について若干問題を指摘しておこう。1970年の建設連関表と

1974年の大阪府規模別産業連関表の係数を使って，1980年に行なわれるはずの

公共投資の効果を予測して比較するのは無理なことで，上記論文でもことわっ

たように，「産業技術構造不変と仮定した数値であるため，両者の比較はある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
程度，可能であるが，絶対額は信頼できない一ということになる。1980年の予

測としては投入係数予測を行ない1980年の産業連関表を1乍らねばならない。し

かし，トータルな経済バランスの予測とは違って，公共投資の型の違いによる

波及効果の違いをみる，という静態的な政策効果分析については，必ずしも正

確ではない予測数値で検討するより，与えられた数値で比較するほうが確かで

ある，ともいえるだろう。

　産業連関分析という方法そのもののもつ問題についての議論は，ほかに多く

あり，われわれの計算の根幹にふれるものも多くあるが，ここではおくとして
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　　　　　　　　　　　　　　　　　地域における公共投資の波及効果（木下）

も，次のことだけはふれておかねばならない。神戸都市問題研究所『公共投

資の効果に関する実証的分析』では，生活基盤型投資より産業基盤型投資のほ

うが波及効果が高い，と計算されている。それは公共事業費に用地費を含める

と，その分，原料投入にまわされる額がへり，それだけ波及効果が下がり，生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
活基盤型投資は概して用地費が高くなるため，波及効果が下がるからである。

筆者の知る限り，公共投資を用地費も含めて考え計算した例はこれがはじめて

のようである。われわれの計算は，はじめから公共投資額から用地費を削除し

ていた。経済統計としての公共投資概念には用地費は含まれていず，計算に必

要な資料的制約からそうしたのであるが，現実に地方自治体が公共事業を行な

うには地価問題は重大問題であり，それは，近年の都市の地価上昇が，公共投

資の効果を下げている，といわれるほどの問題である。われわれもそれを考え

「このように，二つの公共事業の類型比較の結果をえたからといって『生活環

境・防災型』公共投資が，いまの条件で進むわけではない。これを進めるうえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
での制度改革等の課題をまとめておこう」として，その2番目に「公共用地取
　　　　　（11）
得問題の解決」をあげ，「学校，福祉施設など総じて生活基盤投資は，用地費が
　　　　　　　　　（11）
割高となる傾向がある」と指摘した。

　ここには2種類の問題があるように思われる。現実の公共投資は地価問題が

ある限り，用地費に食われる分も含めた生産誘発効果を計算すべきであり，神

戸都市問題研究所が行なっているように，用地費に支出された金額のうち，ど

のくらいがさらに投資にまわされるかを推計し，それによって補正した係数

を計算する方向にすすむべきである，という問題が一つ。また，われわれが土

地問題を制度改革の課題にあげたように，さらに「政府投資の内容が……投資

支出の中に占める土地取得費の割合が高い……ことを理由に公共投資の効果を

否定するのは，本末転倒といわなければならない。むしろ土地所有制度や土地

税制，土地開発権などについて改善をすることが正しいのであって，どろぼう

に狙われるのがいやだからおかねをもたないというのではなく，どろぼうを積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
極的に捕える工夫をするのがほんとうだと思う」という意見のように，土地問
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題を一応公共投資とは別の問題として考える必要がある，ということが…つ，

である。筆者は，この両方とも否定できないと考える。計算の問題としては用

地費を含める方がより現実に近くなると考えられるが，政策の問題としては，

都市の地価問題はそのままにしておける問題でなく，用地費を含めれば，産業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
基盤型が生産誘発効果が高いから，その方がよい，と結論さるべきではない。

異常な地価の高さをこそ問題にすべきであって，そこに用地費を除いて計算す

る意味もあると思われるからである。

　いずれにしろ，用地費を含めた計算を行ない，用地取得費が地主にわたった

後どのような用途に使われるかの調査検討を行なって，現実の公共投資が，地

元にどれくらいの波及を用地費をふくめてもたらすか，より正確に把握するこ

とは，必要な課題である。しかし，以下の叙述では用地費問題は捨象してかか

らざるをえない。

皿

　さて1で述べた計算結果がでた原因を探ってみよう。なぜ産業基盤優先の

「近畿ビジョン型公共投資」より，生活基盤優先の「生活環境防災型公共投資」

の方が，生産誘発および雇用誘発効果が高くなるのだろうか，ということであ

る。

　もう一度第1表をみていただきたい。最終欄に中間投入率を載せているが，

例えば道路建設の場合，54．9パーセントが中間投入にまわされ，残りの45．1パ

ー セントが付加価値に投入されることになる。中間投入率は，住宅，厚生福

祉，文教施設，電気・ガス，官庁営繕などが高く，地下鉄，港湾整備，都市計

画などが低くなっている。すなわち建築部門の中間投入率が高く，土木部門の

それは低い，ということが概ねいえる。建築資材を多く使用するであろう建築

部門は，地盤の掘り返しや土砂運搬等労働投入量の高い作業が多いであろう土

木部門より，中間投入の比は高くなるであろう。

　そして，「生活型」は，中間投入率の高い建築関係において投資の配分比率
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が概して高く，「ビジョン型」は逆に，それの低い土木部門において投資の配

分比率が高い。その結果として，投資額全体の中間投入率は第3表の最下欄の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
ように，「生活型」59．70パーセント，「ビジョン型」59．68パーセントである。

中間投入，原料投入，いいかえれば不変資本の流動的部分の，全投資額に占め

る割合の高低は，原料購入を通じた間接生産誘発効果の高低を規定するが，こ

の場合両者にほとんど差はみられない。

　ここでいう生産誘発効果は，付加価値部分のうちの利澗と減価償却部分が，

固定資本形成にまわり，それがさらに原料投入を呼びおこすというルートはみ

ていないので，その点は留保されている。しかし，建設部門で得られた利潤や

減耗引当金は自動的に全額，あるいは一定割合が，固定資本形成にまわされる

わけではなく，資本家の思惑，投資誘因等別の要因に規定されることと，ここ

では，一時点での公共投資の波及効果の比較を行なうこと等から，固定資本形

成部分の波及を無視して，静態的に観察するということは，それほど非現実的

仮定ではないと思われる。

　次にこうして投じられた原料のうち，どれくらいが，大阪府内産業に需要を

もたらすか，をみたのが第1図⇔であり第3表である。自給率をみると，規模

分割の推計法が簡易的であったため規模間には差がないが産業間では大きな差

がある。農林漁業7パーセント，鉱業2．　26パーセントと極めて低いもの，建設，

電気・ガス・水道，商業，金融，サービス業等のように非常に高いもの，製造

業のように中間に位置するものに分かれる。この自給率に，それぞれの公共投

資の投入額をかけて合計すると自給額がでる。第4表でみると「生活型」は

5770億円，自給率は54．8パーセント，「ビジョン型tは6996億円，53．2パーセ

ントで，前者の自給率が上まわっている。これは「生活亙のほうが，自給率

の高い産業へ多く波及し，「ビジョン型」のほうが自給率の低い産業に波及し

ているからである。例えば，鉱業は「ビジョン型この投入が多く，鉄銅，金属

製晶，商業は「生活型」の投入が高い。第4表で集計したものをみると，製造

業でも大，中小とも「生活型」の自給率が上まわっている。製造業の中でもよ
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第3表　産業別自給率，二つの公共投資の中間投入額・構成比等
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り自給率の高い部門へ投入された結果であろう。

　さて，二つの型の公共投資1兆7650億円と2兆2050億円とが建設部門に投ぜ

られ，建設部門はそれぞれ，そのうちの59．70パーセントと59．68パーセントを

他産業からの中間投入にあてる。そして，それぞれ，そのうちの54．8パーセン

トと53．2パーセントが大阪府内産業への発注になり，残りは，他府県からの移

入である。したがって以下の算式となる。

　　　　　　　　　投資額　中間投入率　自給率
　　「生　活　型」］兆7650億×59．70／100×54．8／100＝ユ兆7650億×32．72／100＝5770億

　　「ビジョン型」2兆2050億×59．68／100×53．2／100＝2兆2050億×31．75／100＝6996億

　この結果，5770億円と6996億円とがそれぞれ，大阪府内産業への，建設業か

らの発注額，すなわち第1次間接波及額である。「生活型」は，公共投資総額の

32．72パーセント，「ビジョン型」は31．75パーセントである。これに逆行列を

かけると生産誘発効果がでる。

　　「生　活　型」1兆7650億×32．72／100×逆行列＝8107億　……①

　　「ビジョン型」2兆2050億×31．75／100×逆行列＝9780億　……◎

それぞれ8107億円と9780億円である。これを最初の投資額で割るとそれぞれ

0．4593と0．4435となる。これらが間接生産誘発効果であり，直接誘発分を足す

とそれぞれ1．4593と1．4435になる。

　さて上の2式の①，②の32．　72パーセントと31．75パーセントの比をとる

と32．72÷31．75＝1．0309となり間接生産誘発効果0．4593と0．4435の比は，

0．4593÷0．4435＝1．0356となる。これは何を意味するか。第1次の間接効果

ではご生活型」は「ビジョン型」の1．0309倍の割合（単位当たり）で府内産

業に需要を与えるが，逆行列をかけた間接効果全体では，「生活型」は「ビジョ

ン型」の1．0356倍｛こなっているわけである。したがって間接効果全体の相違

は，最初の建設業から大阪府内産業へ発注される原料の大きさの違い，第1次

間接生産誘発効果の大きさがその大部分を占めるのであり，それに逆行列をか

けた値は丁第1次分の値の違いとほとんどかわっていないのである。すなわ

ち，建設業が投入する原料の割合，中間没入率およびその自給率が，特にこの
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場合自給率が，公共投資の生産誘発効果に決定的影響を与えているのである。

　建設業がどのくらいの割合で中間投入を行なうか，どのくらいの割合で発注

を府内に向けるかは，建設業者自身が勝手に決めうる部分もあるが，今の場合，

投入係数輸入係数ともに固定されているので，建設業に請け負わされた公共

工事の種類によって自動的に決まる。したがって「生活環境防災型公共投資」

は「近畿ビジョン型公共投資」にくらべて，その原料構成が府内自給率の高い

ものになるような工事を発注したということになろう。

　一般に産業基盤整備の公共工事は大規模な土木工事が中心的な役割を占め，

生活基盤整備の公共工事は，防災のような土木工事もあるが，むしろ比較的小

規模な建築工事の占める比が大きいであろう。したがって，中間投入率が高

く，また地元の中小企業が原料を請け負う割合も高くなるであろう。大規模産

業基盤整備のプロジェクトは，府県の境を払って全国を対象にした生産波及効

果を考えればかなり高い数値をもつかもしれないが，大企業それも巨大企業へ

の波及が高くなるであろう。生活環境を整備するきめ細かな，規模の小さな工

事の集まりは，もし，全国を対象にした波及効果が小さくなった場合でも，地

元への還元が多く，しかも，中小企業でも十分請け負えるものが多いであろう。

こうして，従来政府が進めてきた大規模な国土開発，産業基盤整備に傾斜した

公共投資と，住民運動や革新的諸勢力の力で，少しずつでも行なわれている生

活基盤向けの公共投資との間には，産業目的と福祉目的という工事の性格の違

い，環境破壊とその保護ないし改善という違いに加え，景気対策としても，当

該府県への効果的対策として，また中小企業対策として行なうか，とりあえず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
大企業への需要をつくり出していくのかという対立があるのだ，といえよう。

　では，防災事業と空港建設事業の単独比較でどうなるか簡単にみておこう。

同じ計算をしてみよう。

　　　　　中間投入率　自給率
防災事業　　57．4／100×50，9／100＝29．2／100

空港建設　　61．0／100×42．4／100＝25．9／100
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となり，防災事業の方が，その性格上中間投入率は低いが，自給率はずっと高

く，両者をかけ合わせると29．2パーセントと25．9パーセントの違いがでる。

29．2÷25．9＝1．127であり，逆行列をかけた全体の効果0．407と0．361の倍率

0．407÷0．361＝1．127と全く同じである。やはり第1次間接生産誘発効果が決

定的である。

　雇用効果の違いについて一言しておくと，「生活型」および，防災事業の方

が，より中小企業や軽工業という労働集約的部門への波及が高く，これに産業

別・企業規模別雇用係数をかければ，当然雇用効果が高くなるであろう。

皿

　皿で述べたことを産業連関分析の一般式でたしかめてみよう。産出高モデル

の解を，移輸入を含む場合についてもとめると次のようなものになる。
h　　　　　　　　　　　　　　　　　tS

X＝［1－（1－M＊）A］”i｛（1－．M＊）F＋E｝　　　……①

ただし，

x
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F＝
　　Fn1…Fヵ是

　　10…0
・一

（三i

mf　＝＝

｝一高

移輸出以外の
最終需要

〕・単位行列

IMi

ΣaijXj÷ΣF，，
ゴ　　　　　k

　　　　　　　　　　　　　　パである。①式からわかるようにM＊の要素が大きいほど，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　地域にお：ナる公共投資の波及効果（木下）

　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ
ち自給率は小さくなり，（1－M＊）Aも小さくなり，［1－（1－M＊）A］が大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パくなり，その逆数の意味をもつ［1－（1－M＊）Aコー1は小さくなる。また同様
　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ

にM＊が大きいほど｛（1－M＊）F＋E｝は小さくなる。またAの要素が，し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パたがってその列和たる中間投入率が小さいほど，［1－（1－M＊）Aコー1は小さく

　　　　　　　べ
なる。以上，M＊の要素が大きいほど，　Aの要素が小さいほど，　Xすなわち

総生産高は小さくなり，同じ最終需要に対する生産誘発効果は小さくなるので

ある。ただし，1で問題にした中間投入率も自給率も，公共投資全体の自給率

であるから，産業別・規模別の投入係数と自給率の個々の大きさを直接左右す

るわけではなく，したがって行列，ベクトルの積をそのまま左右するわけでは

ない。それは，一つ一つの要素どうしの積の大小に依存する。ただ個々の要素

のとりうる値の範囲を規定するのである。

　そこで，大阪ででた結果が他県でも妥当するか，移輸入，山間投入の大きさ

はそれにどの程度影響をおよぼすかを検討しよう。ついで最後に大阪における

「生活型」と「ビジョン型」の二つの公共投資と他県の産業連関モデルにインプ

ットすればどうなるかをみよう。

　その前に地域産業連関表の移出入の項日の意義について述べておこう。地域

産業連関モデルでは，全国モデルに比べて，輸入にプラスして，それよりずっ

と額の大きい移入が加わって自給率が落ち，そのため生産誘発係数の値も小さ

くなる。移出入を通じて互いに与えあった波及効果も加味し全国平均をとるこ

とができれば，全国モデルに近いものになるだろう。ところで各都道府県問の

取引を移出入として，あたかも，国の輸出入と同じように扱い，その結果でて

きた生産誘発効果が，高い低いという議論をすることは，ある限られた範開で

しか妥当しない。それを国と同じように評価するということは，地方自治体を

国家とみなすことになってしまう。ある県の工業の自給率が低く，他府県から

の移入にたよっているからといって，それが一国の自治率の高低と同じレベル

で問題になるわけではない。それは一国の経済的分業の観点から，産菜立地，

産業の地帯構造の観点から広く考えられねばならず，その地域の特‘I」’．にあった
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産業を発展させ，その他は他地域からの移入に頼っている，という状態でも十

分に満足できる場合もある。すべての都道府県がすべての産業について一定率

以上の自給率を維持するのが望ましい，というわけでは決してない。とはい

え，ある県の産業の発展は，全国的見地を考慮しつつも，一定独自に論じられ

る必要は確かにある。一つには，大規模工業基地，大規模農業基地，大規模流

通センター，そして情報管理の集中する大規模文化圏というように全国各地を

極端に特1ヒさせて経済の効率化をはかり，対極に広汎な過疎地をつくりだすと

いう従来とられてきた産業立地が反省をせまられている時，この移出入は地域

経済の一指標となりうるだろう。また大工業コンビナートがある県に建設され

る場合，当然それがその地元県にどのような影響を与えるか，環境への影響と

ともに，産業や県民の経済生活への環境を考えねばならない。ふつうはプラス

の経済効果を期待して，或いはそれが意図的に宣伝されつつ，コンビナート誘

致が行なわれる。そのとき，誘致が地元産業の振興や雇用増をもたらしたが公

害をまぎちらした，というのでは地元県民としては困ったことになるが，それ

より公害をまぎちらして，地元産業を振興せず，むしろ地場産業をつぶしてし

まい，雇用の増大にも役立たなかった，というのでは，もっとずっと困る。ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
ようど大阪の堺臨海コンビナートのように。そういう問題は，そのコンビナー

トが地元産業や地元民と深く結びつきをもつようなものになるか，もっぱら対

全国の大工業，大資本と需給関係をもつものになるか，という点，すなわち移

出入にかかわってくるのである。

　手にはいった限りで集めた全国都道府県の地域産業連関表，および全国産業

連関表のrii間投入率，輸移入率，自給率，生産誘発係数を一覧表にしてみた。

第5表である。上述のように，全国では自給率が90パーセント以上なのに，地

域では自給率が60から70パーセント，低い所では50パーセント台のところがあ

る。中間投入率は，静岡，大阪，北海道を除いてすべて50パーセント以下で全

国より低い。地域連関表は，東京，神奈川，愛知，京都，兵庫，福岡等の大都

市では，1970年のものは作られていず，1975年もほとんど作られていない。大
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　　　　　　　　　　地域における公共投資の波及効果（木下）

第5表　生産誘発係数と自給率，中間投入率
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阪は例外的である。これらの大都市の中間投入率，自給率がわかれば，多少傾

向がかわるかもしれない。

　また国に比べて地域では生産誘発係数が低い。府県では高くて1．3から1．4，

低い県では1．065とか1．108という数字，つまり最終需要が与えられても間接効

果が10パーセントに満たないか，それ｝こ近い数値があるが，国の場合は1．8以
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上で与えられた需要とほぼ同規模の間接効果があるわけである。しかし，巾間

投入率と自給率の高低は，やはり，そのまま生産誘発係数の高低とはならな

い。例えば，宮波県の場合，昭和45年から50年にかけて，中間投入率，自給率

ともに上昇しているが，生産誘発係数は低下している。

では次に，最終需要全体に対する生産誘発効果ではなく，公共投資の生産誘
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地域における公共投資の波及効果（木下）

投　入　係　数　比　較
宮城（昭45）i宮城（昭・・）1綱（昭45）　青綱（昭・・）i熊本（昭・・）

　　　．0018

　　　．0229

　　　．0095

①．1229

　　　．0026

　　　．OO］1

　　　．0059

　　　．0169

②．0956
｝⑤・・438

③．0918

F．0206

⑥．0358

　　　．0068

　　　．0006

　　　．Oユ29

　　　．0015

　　　．0046

④．0624

　　　．0ユ47

⑦．0335

　　　．0ユ88

　　　．0084

　．0011

怠．0232

　　．0064
　①．0922
　　　．0027

　　　．OO13

　　．0063
　　　．0088

　③．0750
｝④．・537

②．0833

　．0145

　．O］40

　．0003

　．0003

　．0138

　．0003

　．0069

⑥．0477

　．0206

⑤．0520

⑦．0249

　．0ユ80

　．0022

　．0300

　．0089

①．1091

　．0033

　．0027

　．0070

　．01ユ8

②．0929

⑤．0489
　．OO16
③．0639

　．02ユ4

⑦．0344

　．0046

　．OO13

　．0108

　．0008

　．0053

④．0632

　．0116

俗．0426

　．0107

■．0342

　．0010

　．0127

　．0088

①．0918

　．0027

　．0014

　．0060

　．0059

③．0852

⑥．0379
　．0007
②．0862

　．0161

　．0228

　．0003

　．0003

　．0130

　．0002

　．0067

④．0582

⑦．0286

⑤．0504

f　．0233

　，0182

．6357 ．5672 ．6232 ・57551

　．0017

　．0176

　．0057

③．0771

　．0024

　．0010

　．0119

　．0016

①．1032

④．0334
　．0172
②．0851

　．0201

　．0149

　．0004

　．0020

　．0153

　．0016

　．0036

命・．0642

　．0145

⑤．0479

⑦．0295

R．0244

　．6023

発係数をみよう。

建設部門の投入係数に自給率をかけ，それに逆行列をかけ，生産誘発効果を

だしてみる。これは建設部門への1単位の最終需要発生による生産誘発効果と

いうことである。公共投資がすべてそこに発注される建設部門の投入係数をも

って公共投資の投入係数を代位させるのである。この代位がどれくらい適当か
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第7表　府県別・年別の自給率および二

1漕恕）稽纏；）1囎禦）1㌣雪劉）1糟當）1糟纏1）
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　1
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02．鉱　　　　　業

03．食　　料　　品

04．繊　　　　　維

05．製　材・家　具
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07．印　刷・出　版1
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15・・’ig気機剛
16．輸　送　機　械1

ユ7．精　密　機　械
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　　　’不動’司
23．運　　4諭・通　信1

24．公　　　　　務

25．サ　ー　ビ　ス

26．分　類　不　明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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1
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．303

．494
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｝・262
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．064

．493

．082

．220

1．0

．836

．817　｛

：：ll，

1：8，4

．…　1

．7111

．619

．588

．158

．446

．666

．551

．105

．059

．327

｝・164

．284

．198

．179

．346

．090

．129

ユ．0

．845

1．0

1．0

．853

1．0

．942

．516

。447

．132

．516

．ユ86

．391

．627

．601

．062

．273

．427

．335

．232

．312

．160

．106

．311

．097

．320

1．0

．890

．697

1．0

．872

1．0

．966

．68］

平　均or言十 ・59・6［・5519　…7・に3892い455gい4671

述誘発効果i1・・69・11・477211・53・7・…2・11…88　11…33

　　　　　　　（ユ7）
不適当かは後にわかる。

第6表は，その建設部門の投入係数を府県別，年別にピックアップしたもの

である。大阪以外の県の連関表を規模別に分割する作業はちょっと困難なので

やめて，大阪の連関表をもとの連関表にもどしている。府県別・年別の投入係
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つの公共投資の投入額（産業別）

　　　　　　　　　　　　　　　　生活環璽防災型　　　近畿ビジョン型静岡（昭45）‘静岡（昭50）「熊本（昭50）i

（自給率）1（自給率）1（自給率）i投入額　構成比（％）i投入額　構成比（％）

．5121

．261

．545
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．273
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：；1：．｝
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．335ミ
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ユ．0
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1．0
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1．0
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．967

．433
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．291

．148
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．236

．274

．328

．277

．370
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．224
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｝

｝
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．467

．322
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　44・70i
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6．59
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0，23

0．25

1．20
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16．63

11．76

0．　03

14．　68

5．33

4．08

1．41

0．14

0．85

0．32

1．05

8．57

2．77

6．26

3．21
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④

①

①

③

②
ざ
ン

　8．35

117．70

12．44

53．82

　2．17

　3．37

15．47

69．15

212．06

147．18

　．29

ユ74．92

64．43

53．74

21，88

　1．65

10．13

　4．79

16．87

⑤　109．33

　　37．87

⑥　86．60

　　40．35

　　51．34

0．63

8．94

0．95

4．09

0．16

0．26

ユ．18

5．25

16．12

ユ1．18

0．02

13．29

4．90

4．08

1．66

0．13

0．78

0．36

1．23

8．31

2．88

6．58

3．07

3．90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　1

．4576　1　　　．4582　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　1

．5466　1　1，0s3．62　1100．o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　I

1・3ユ5・9・11…0

ユ・3597　11・4712

数の中で大きいもの順にベスト8まで番号をふってみた。ほとんどの府県・年

で製材・家具部門が1位であり，窯業・土石，金属製品がそれに続き，4位に

商業がきている。それ以下も若干の順位の違いがあるが，運輸・通信，鉱業，

鉄鋼，サービスの四つが残り8位までを占めている。府県によって，一般機
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械，電気機械，分類不明等の部門が8位以内にはいっているものがある。投入

係数は場所や年によってそんなに変ってはいないことがわかる。府県間の若干

の係数の相違は，技術や価格の違いがあることにもよるが，公共投資の種類そ

のものの違いによる投入の差を主に反映しているものと思われる。同じ県の年

の違いによる係数の差も，上の二つの要因によると思われるが両者の比重は何

ともいえない。

　第7表は府県別・年別の自給率の比較である。投入係数が大きい部門の自給

率の大小は，生産誘発の大小に大きく影響を与えるであろう。第7表下欄，秋

田の誘発効果は昭和45年から50年にかけて，1．5307から1．3025へと落ちこん

でいる。宮城も1．3788から1．3033へ低下している。秋田では，製材・家具，

窯業・土石，非鉄金属・金属製品のベスト3の自給率が落ちこみ，特に非鉄金

属・金属製品の自給率は0．724から，0．262へと激減している。その他の部門

でも慨して自給率が大きく落ちこんでいる。紙・パルプ，印刷・出仮，諭送機

械など上昇している部門もあるが，それらは投入係数が小さい。そして全体と

して自給率は，0．6070から0．3892へ激減している。その結果が生産誘発効果

の急落である。宮城では，自給率はあまりかわっていないが，中間投入率が，

0．6357から0．5672に落ち，投入係数のベスト8をみても概ね低下している。

そこで誘発効果が若干低下した。

　そこで最後に，大阪の二つの型の公共投資額を他の二，三の県の産業連関モ

　　　　　　　　　　　　　　　第2図
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デルにインプットしてみよう。大阪と同じ公共投資が行なわれても他県では産

業構造や移出入構造が異なっており，同じ結果がでるとは限らない。

　第2図がこの計算の図解であるが，「生活型」と「ビジョン型」の公共投資

額（工事種類別）に建設連関表の投入係数をかけ，第1次原料投入額をもとめ

るところまではすでに数値がえられている。したがって，第1次間接波及の際

の中間投入率は，「生活型」59．70パーセント，「ビジョン型」59．68パーセン

トで，これについては府県の間に差はないし，もちろん産業別投入額も府県間

で全く同じである。ここでも大阪の結果は規模分割をしないものにもどしてあ

る。そこで図では，各府県の自給率と逆行列をかけるところからが違ってくる

のである。

第8表　投資類型別・府県別・年別自給率および生産誘発効果等

昭和49年大阪

〃48年〃

〃50年宮城

〃50年秋田

〃50年熊本

府（県）醗漣（億円）1 自給率（％） 生産誘発効果

鵠鑑聾劃鵠鑛嘆剴藷饗i聾㌢
577

573．4

457．6

450．9

566．9

699．6

692．6

566、3

552．　8

722．0

54．8

54．4

43．4

42．8

53．8

52．6

43．0

42．0

54．9

53・211・45981

　　　　1．4596

1．3334

1．4610

1．4437

1．4421

1．3247

1．4648

（注）： 1罐勢劉鑑認1；8翻｝に対す・徽あ・．

　その結果は第8表である。熊本以外では，すべて「生活型」が自給率，誘発

効果ともにまさっている。では先の第7表にもどって熊本の場合を検討しよ

う。第7表の右側には「生活型」「ビジョン型」両投資の第1次原料投入額の

産業別内訳を，第3表を簡略化して再掲した。そしてベスト8に番号をつけ，

構成比も示した。両者とも1，2，3位は窯業・土石，金属製品，鉄鋼と続く。

4位，5位の鉱業と商業の順位は逆で，6位は両者とも運愉・通信，あと「生活

型」は7位一般機械，8位製材・家具であるが，「ビジョン型」は7位石炭・
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石油，8位一般機械である。ちなみに「生活型」では石炭・石油は11位，「ビジ

ョン型」では製材・家具は8位である。ここで先に建設部門の投入係数で公共

投資の投入係数を代位させたことの評価ができる。先にだいたいの県でトップ

にきていた製材・家具が，ここでは8ないし9位に下がり，鉄鋼，鉱業が高位

を占め，窯業・土石がトップになっている。これは建設部門の投入係数が，建

築と土木の合成として出されるとき，機械的にやると建築のウェイトが高くな

るためである。建設業の生産額のうち建築と土木の比は2対1ないしそれ以上

に建築が高くなるものだが，公共事業はこれよりずっと土木の比が高くなる。

したがって先に代位させた結果，建築にかたよった公共投資になってしまい，

製材・家具がトップ，鉱業が下位になるという結果がでたのである。それは別

にしてこの順位を確認して同じ表の左の自給率をみよう。鉱業の自給率は昭和

49年大阪が0．27パーセント，熊本は77パーセントで極端に違う。熊本の鉱業を

細分類でみると砂利・採石業が大部分を占め，これが自給率をこんなに上げて

いるのである。その他のベスト8をみると，窯業・土石，石炭・石油，運通は

熊本の方がかなり高く，鉄鋼，金属製晶は大阪がかなり高い。そこで「生活型」

と「ビジョン型」の投入量を構成比でみると，鉱業，石炭・石油，運通は「ビ

ジョン型」が高く，製材・家具，金属は「生活型二が高い。大阪では鉱業，石

炭・石油という自給率の低い産業に「ビジョン型」はより多く，金属という自

給率の高い産業により多く「生活型」は発注しているわけで，これが大阪の「ビ

ジョン型」と「生活型」の全体の自給率，そして生産誘発効果の差をつくりだ

したと思われる。熊本はどうか。鉱業・違通という「ビジョン型」の投入の方

が多い産業は，大阪と逆に自給率が高く，製材・家具，窯業・土石，鉄鋼，金

属，機械等「生活型」の投入が多い産業は自給率が低い。したがって熊本で大

阪と同じ投資を行なうと「ビジョン型」の方が自給率の高い産業からより多く，

自給率の低い産業からより少なく投入し，したがって生産誘発効果は「ビジョ

ン型」の方が高くなってしまうのである。概して，鉄鋼，金属製品，機械など

大阪では盛んな工業が熊本ではそうでなく移輸入に頼り，鉱業という大阪でゼ
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ロに近いものが熊本では盛んである。そこで生産誘発効果において逆の結果が

でたのである。

　秋田の場合，大阪よりは熊本に近い産業構造だが，自給率は，大阪・熊本よ

り約10パーセントも落ちる．生産誘発効果は大阪・熊本より，二つの投資とも

に0．1以上低い。そして，二つの投資の効果のひらきはノこ阪より縮まっている。

むすび

　公共投資の効果は産業活動，特に工業や第3次産業の盛んなところでは効果

が高いが，そうでない所では、低くなり，かえって移入を通じて他府県，特に

工業，第3次産業の発達した府県への波皮を活発にする。また生活基盤投資は

概して建築の比が高く，したがって鉄鋼，非鉄金属，金属製品，機械，セメン

ト，製材・家具への発注が高くな：〕，産業戊已』‡型投資は，概1、て土木の比が高

く，鉱業，運通，石炭・石油などへの発注が高くなり，鉄を除けば生活基盤型

投資の方が都市型，高加．に型産業によく波及するが，波ノ支効果全体のノこきさ

は，その県でどの竜業が盛んであるかによって違い，．十蓬にはいえない．

　上のような結論が以上の限られた資料による分析からても出てくるようてあ

る。生活基盤型と産業基盤型の投資が，どのような産業情造をもつ都道府県で

どのような波及効果をもつかを全都道府県で調べ，そのパターンを検出するこ

と，またそれが，産業構造の改革の課題とはどのような関連をもってくるか，

これは興味ある課題だが他日を期することにしたい。

　〔注〕

（1）宮本憲一・保母武彦・土1呂英二・木下滋’公兵投資はこれでよいのか．ニエコノミ

　スト」1979年1月30H，

（2）近畿地域産業構造懇談会・大阪通商産業局編『近畿地域産業構造長期ビジョン』

　1978年7月20日。

（3）本稿は，土居英二氏と筆者が経済統計研究会第23回全国総会，1979年7月21，22

　日，京大会館の第2日目にひξ業連関分析の利用可能性』と題して行なった報告をも
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　とにしている。ただし，その報告の一部を削除し，一部は加筆したので，この論の1

　と，IIの一部のみが報告と重なっている、もちろん，本稿の責任は筆者のみが負うも

　のである、

㈲　公共投資に関する実証分析，特に産業連関分析を利用した生已波及効果の分析は，

　主に官庁関係からいろいろ出されている。筆者の目についたものを掲げておく，

　　①　経済企画庁調∫汕嗣」経済汀報』315弓’所収t’公共投資をめぐる諸問題□952

　　　年9月。

　　②　財団法人静岡経済研究所「経済月報」183日所収，二公共投資の静岡県内関連産

　　　業への波及効果」1978年6月c

　　③　横浜国大経済研究ゲループ・宇田川2；：仁：ほか二公共事業等の波及効果の計測に

　　　ついて二神奈lll県，1979年1月。

　　①　安部一成ほか「公共事業の県内波及効果の推計（山口県）」1＝中国地方調査月報』

　　　354「一｝，　1979年1　目こ

　　5　財団法人！ilu．IMI市問題碩F究所7公共投資の効果に関する実証的分斤二1980年1

　　　月31口，到草吉：房，この要約が，高寄昇三「転換期の公共投資を考える」『エコ

　　　ノミスト」1980年2月511，に掲載されている（以下0）引用はこの高寄氏による

　　　要約から行なう）．

　　このほか，静筒，熊本の≡業連関表（1975年）の「kで公∵1投資の波及効果が分析さ

　れている、

（5）前掲二近畿ビジ’ン」．総論13べ一ジ，各論14一ユ5’rジ

｛6・1，三昭和45年建設部門分析用・・．業速関表r’建設省．

L7）　付表1参照L，

i8｝付表2参照。工業続計表の従業貝規模別生1童額をもとに大企業と中小企業の企業規

　模別≡業連関表え作成する試みは，中村隆英・佐合致一三業連関の企業規模別分析」

　⇔一橋経済研究！第1］巻4号，1960年10月および，昭和51年度中」、企業庁委託調査「規

　模別1ご業連関表作成に隣する報告，1　1－：二1977年3月，で行なわれており，筆者は「岐阜

　経済大学論集：第14巻1号（198f）年3JDで簡単な論評を行なった、

！91泊掲宮本ほか論文r’エコノミスト．：1979年1」］　3011，40ページ，

輌　前掲1∩寄論文luエコノミスト．11980年2J］5［1｜，18べ一ジ．

⑪　前掲宮本：まか論文ニエコノミスト。：1979年1月30Ll，44－．15・．一ジ，

［121郎賀隆∵本の・：・「でンズ政策　’経済セミナーth　301号，1980年2月，12’一、一・1’：

q3｝こ・）；取・たからといって，神戸都市問題研究所が，こ：業基盤投資がよい，としてい

　るのではない，公双投資の評価基準としてL地域の繁栄，L所得の向上，雇用の

　安定，田．都市環境の保全整備，W．文化の向上，　V．福祉の充実，の五つをあげ，

　詳細な亘討を加えた上で，公数投資には乗数効果だ：tでなく総合的評価が必要である
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地域における公共投資の波及効果（木下）

　とし，総合的評価を行なうと，その最適パターンは時期・地域によって異なり，一概

　に生活関連がよいとか生産関連がよいとかはいえない，とされている。前掲高寄論文

　ニエコノミスト』1980年2月5円，21ページ．

c14｝第1表で配分した投資総額は「生活型」1兆9千億円，「ビジョン型」2兆4千億円

　であったが，そのうち皿とWの小項目「その他」は建設部門分析用・圭業連関表にはな

　かったので，それをはぶいてインプノトした．そこで「生活型」は60億円と1310億円

　をはぶいて1兆7650億円，「ビジョン型」は280億円と1680億円をはぶいて2兆2050億

　円，がインプットされた額であり，第2表，第3表以後修正した、rエコノミスト』

　1979年1月30日号では，この点修正がなされていない。したがって生産誘発効果も若

　干違っている。しかし，論旨はこれによっては影響をうけない、

［ユ5｝一県の公共投資が他の府県に移入を通じて波及したり，それがまた当該県に移入を

　通じて逆波及を与える，ということの結果，全体としてその公共投資が，当該県と他

　府県にどれくらいの生己誘発効果をもたらすか，ということは，地域間産業連関表を

　もちいれば可能になる．前掲『公共事業等の波及効果の計測について』（神奈川県），

　．一公共投資の効果に関する実証的分析」（神戸都市問題研究所）は，この分析を行なっ

　た興味ある研究である、

［16｝前掲宮本ほか論文［”　＝コノミスト21979年1月30！1，39・1一シ参照。また宮本憲一

　編r大都市とコンビナート」1977年，筑摩書房参照。

⑰　建設部門の投入係数によって公共投資の投入係数を代位きせる方法は，「昭和50年

　熊本県産業連関表」で採用されで、・る．同書77－78パージ
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付表1　建設部門分析用産業連関表（1970年，建設省）

　　　　　建設部門の部門分類表
（纏魏p綴）1（　ユ60泊］r〔ilラ｝類統チこ表葡；1膓：ユ分類）i5｛左是謬舗

410000　建 　　401000　　｛E築 宅1401100　木造｛t三宅
　　401200　　」］三木5i呈｛モ宅

402000　　りト　｛li　’E 402100　木造非住七

402L）f）0 非太這非住
宅

推計作業用部凹分類

440000　土　　木 公共事業

その他の建設

宅

宅

宅

宅
場

所

場
所

堤

校
所
場
所
宅

住

住

佳

住

亡
務
工
務
工
学
務
工
務
川

㏄

C
B
轟
㏄
時
C
C
騨
蒙

S
R
S
C
木
木
S
R
R
R
R
S
S
C

　
　
　
　
　
　
S

O
O
O
O
o
O
O
O
O
O
o
O
O
O

1
2
3
4
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8

2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
工
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
ソ
T

O
e
O
O
O
O
O
O
O
O
o
O
O
O

4
イ
7
4
寸
4
4
4
4
4
4
f
マ
ー
「
4
4
4

4410UU公！Eこ事菜
（河川関1系二洪事業道路閃係公共事業）ド4’1°°治

（442000　公共事業）

　　　（農林関係）

4490UO　その他建設
（鉄道1軌道建設）
（電　フJ　施　設　　建　　iikL）

（’レ廷｛、言’，EFIii施、？乏建ilfl．／

441200　道

44130〔［

441400
441500
441600

14．”700

．“180e

441900

442100
442200
442300
442400

449100
449200
449　3f）0

1441140ぼ　　」・

　　　　一般道『路路　441210

441220高連道路

　　　　　　　　　　　　　　　　

黙舗
二七　　　　　；｝L‘
しコ　　　　　　ピエ

瑳境㌘’1．

下水劃
災害復旧
農業土木
林　　道
治　　　山
災害復［li

道

力
話

軌
　
已

道
信

□
天
E
‥
包

tH
X
　
．
1
　
．
4

（その他の建設囎81㌦；欝漠

　　　　　　　　14496Uり　その他十木 一 般失1”t
農業．］二地改良

民聞☆木
機械設置

n　　　　　

　ス

そ　の　他

“1211道路改良
44121Z道路舗装
4」1213　辻i路痴喬覆』

441214道難補修
441215　行口許改〔」三↓

441216　∂1鐸スlg装

411217　f巨i路‡喬梁

且1221高速自動
　　　車国道
4」1222　者三．5：　’1三速

首｝：；

411223　－．一｛「1ヂi9：i

道路

（注1）：7省庁！ll剛’il業による；｝£本惰二凹分類（541ス407部門）は，土木については（）’↓SFきてある。

（注2）：基本部門分類の内容は次のとおりである、

　　　　河川関係公共δ6業・…・・治水，海岸，港湾・漁港，空港，環境斑k，公躍，災害復旧
　　　　道路関係公共事業……道路，街路，有ぶ道路，区函整理
　　　　その他の建設……銑道，氾ノJ，電信氾話，上・工業用水道，1；　Lkifi，上地造F鵡　その池の土木
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地域における公共投資の波及効果（木下）

昭和49年大阪府産業連関表（規模別）（内生44部門）付表2
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（付表2一つづき）

・坦部。　　投入部引 06．繊　維
　　　　（大） （「F「］“）

1°7・戦’家即8・当夫㌍1°9緬パルプ11°・紙’バルブ
（中小） （大）

01．農　　　林　　　漁　　　業 15ユ叙 56945 17542 517 81

02．鉱　　　　　　　　　　業 16 0 0 557 88

03．食　　　　　　ネ膓　　　　　占三　　（中ノ］、） 323 495 ユ52 354 56

艇．　　　　〃　　　　（大） 221 338 104 242 38

05．繊　　　　　　維　（中小） 58897 4415 1360 453 71

06．　　　　〃　　　　（大） 13672 1025 316 105 17

07．製　　　　材　・‘三覧　　　　膓〔　　（中小） 63 43045 13259 813 ユ28

08．　　　　〃　　　　　（大） 19 13259 4084 250 39

09．紙　　・　　’・　ル　　フ　（［；：「」・） 447 2993 922 ユ取145 29010

10．　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（　フく　） 70 472 145 29010 4570

11，口」　　　　犀‖・ll｛　　　」寂　　（中小） 149 80 25 ユ3601 2143

12．　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（　プく　） 298 162 50 27267 4296

ユ3．化　　学・ゴ　　ム　（中小） 9099 5281 162S 0915 617

14．　　　　〃　　　　（大） 8968 5209 1604 3860 608

15．石　　油・石　　炭　（中」、） 97 ］24 38 ユ93 31

16．　　　　　　　　ノノ　　　　　　　　　　（　プく　） 1313 ユ673 515 2620 413

17．窯　　業・土　　石　（中小） 0 5ユ1 157 2 0

18．　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（　プく　） 0 ユ29 40 1 0

19。鉄　　　　　　　　　　　　　　鐸ξ　　（中小） 99 6279 1934 0 0

20．　　　　〃　　　　　（大） 100 6342 1954 0 0

21．夢ド　　　鉄　　　Cご　　　1’鴫　　（中小） 47 924 285 87 14

22、　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（　ンペ　） 25 500 ユ54 48 8

23，金　　　属　　　獲ミ　　　厚」　　（牛小） 989 ］1060 3407 2．58 41

24．　　　　〃　　　　　（大） 255 2819 878 67 11

25．一　　　　．般　　　機　　　ト髭　　（中小） 645 1273 392 851 134

26，　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（　＿Fノ＼　） 563 1110 342 τ42 U7
27．’「宣　　　気　　　．機　　　　↓・9　　（中d、） 91 16 5 0 0

28．　　　　〃　　　　　（大） 158 28 9 0 0

29．耗≧　　　送　　　捜　　　　械　　（中小） 27 99 30 54 9

3‘コ．　　　　〃　　　　　（大） 46 170 52 94 15

31．ト；　　　密　　　機　　　f弍　　（中小） 0 0 0 0 0

32．　　　　〃　　　　（大） o 0 0 0 o

33．その泡の製造業　（「戸小） 2191 6025 ユ856 55 9

34．　　　　　　　　〃　　　　　　　　　（　ノK　） 281 774 238 7 1

35．建　　　　　　　　　　ぼ 580 1ユ54 356 492 77

36．電　力　・ガ　ス　・水　道 2575 3272 1008 4734 746

37．商　　　　　　　　業　（中小） 7334 11254 3466 9696 ユ528

38．　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（　大　） 6125 9398 2895 8099 ユ276

39．金　融・保　険・不塵1董 4920 3715 1145 6101 1009

40．運　　　翰　・　通　　　信 4487 8096 2494 6706 1057

41，公　　　　　　　　　　　務 0 u 0 0 0

42．公　共　サ　ー　　ビ　ス 300 271 ＆1 443 70

43．その　池の　サ　ー　ビ　ス 8874 12109 3730 ユ0835 1707

44．分　　　類　　　不　　　能 3335 3819 1176 5538 873

45．［勺　　　　　　　　　　ノヒ　　　　　　　　　言十 152883 226696 69831 3231ユ2 50908

46．家　計　外　消　費　支　出 3277 5799 1787 6857 1080

47．雇　　用　　者　　所　　得 56538 71484 22020 50818 8006

48．’営　　　　　　業　　　　　4ミ　　　　　乗‖ 17080 44697 13769 56687 8931

49．資　本　　減　耗　　引　　当 8工67 9287 2861 ユ5710 2475

50．｛罵　　　　　　　　　　ナ※　　　　　　　　　　税 ユ7與 3SgI 1198 4145 653

51．補　　　　　助　　　　　金 0 0 0 0 0

52．総こ　　　　　　　　　投　　　　　　　　　　フ、 240029 361854 11ユ466 457329 72053
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地域における公共投資の波及効果（木下）
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（付表2一つづき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投入部門

産出部門
45．内±ご1’

　46，家言｛・外

1　　消費支出
47．明．M肖
　　　費支出

1竺・禦1｝瓢 49・

殿緩定
01．農　　　林　　　漁　　　業 616936 6615 2τ4113 0 1563

02，鉱　　　　　　　　　　　業 口8003 0
一

151 36 0

03．食　　　　　　㊦｝　　　　　品　　（中ノ1・） 237559 24998 514563 0 0

04．　　　　〃　　　　　（大） 162506 17100 35ユ996 0 0

05．繊　　　　　　　　　　　　　　辛任　　（中小） 404291 ］2314 251553 2402 3677

06．　　　　〃　　　　　（大） 93857 2858 58394 一F－ミ）〉〕‘ 854
07．製　　　　：！寸　・家　　　　」し　　（中小） 282ユ63 U430 12462 239 54191

08，　　　　〃　　　　　（大） 87り］6 3521 3839 73 16693

09，紙　　　金　　ノミ　．ノレ　　フつ　　（中小） 527110 ］472 1688 II86 0

］0．　　　　〃　　　　　（大） s3059 ・　　　　　232 266 187 0

1ユ，印　　　　皐rl・出　　　　1取　　（中小） 99232 n27 13527 1442 0

］2．　　　　〃　　　　　（大） 工98988 2259 27ユ19 2891 0

13．化　　学・ゴ　　ム　（中小） 435516 7545 380ユ7 1379 0

ユ4．　　　　〃　　　　　（大） 4294go 7438 37473 ユ359 0

ユ5．了τ　　　　1由　・τ；　　　　、リミ　　（中小） ；3z72 198 1631 202 0

ユ6，　　　　〃　　　　　（大） ．；86325 21571 22鳴4 2729 0

ユ7．：驚　　　　．業　・」二　　　　了「　　（中．小） 283194 48．16 6039 47 0

ユ8．　　　　〃　　　　　（大） 7］852 1229 1532 12 0

ユ9．：実　　　　　　　　　　　　　鋼　　（r←’j・） ユCl89551 o
一
696

一
36

一一
16542

20．　　　　〃　　　　　（大） ユユ00986 O
一
703

一
37

一
16708

21．引三　　　］二た　　　金　　　　「μ‘　　（中小） 343379 o
一
446

一
36

一 ▲1279

22．　　　　〃　　　　　（大） ユ8與30 o
一
242

一
20

一
22335

23．金　　　．！戚　　　製　　　．［、占　（中小） 工2δ954 3870 2τ191 361 ：．〕‘．．’1333

24．　　　　　　　〃　　　　’　　　　　（　大　） 110522 997 7003 93 τ812

25．－　　　9完　　　機　　　械　　（中d、） 360761 399 9291 1305 275534

26．　　　　　　　　〃　　　　　　　　　（　一トノ、　） 315025 349 8108 ユ139 240447

27．「IE　　気　　機　　校　（中小） ］73796 3088 24947 889 103356

28．　　　　〃　　　　　（大） 314831 5509 44505 ユ586 18］383
29．翰　　　　送　　　　機　　　　｝．；虎　　（中小） 166286 0 55642 441 76827

30．　　　　〃　　　　　（大） 286218 0 957臼 759 ユ32227

31．．情　密　　鰻　械　（中小） 36836 0 22368 96 12138

32．　　　　〃　　　　　（大） 26865 0 ］6297 70 8843

33．その他の製造業　（中小） 281943 9723 83860 2005 45443

斑．　　　　〃　　　　（大） 3625．」 1248 10769 257 5835

35．建　　　　　　　　　　設 426145 0 0 3637 1676022

36認ノ1・ガ’い’1〈道 365136 1　　飽 ］5906 77872 o

37．商　　　　　　　　　　　　　　ヌ；　　（中」・） 679876 ］98！〕7 427612 1855 ユ96553

38．　　　　　　　〃　　　　　　　　　（　4一ノ＼　） 568388 16542 357］42 1550 ユ64160

39．金　．触　・保　険　・不動壷 895772 o 1821430 212424 0

40．運　　　　　　翰　　　・　　三直　　　　　　｛二’ 811837 2713 302752 23684 ユ4092

41．公　　　　　　　　　　務 0 0 0 312192 0

42．公　共　　サ　ー　　ビ　ス 41］19 0 579799 398812 0

」3．そ　の他のサー　ピ’ス ］0915：う7 414575 τ50026 ］5545 0

44．フ〉　　　　　類　　　　　　ンfこ　　　　　能 34醜9u 10395 604 9812 0

45．「；う　　　　　　　　　』三　　　　　　　　　言1・ 15845309 627161 6417524 ユ080996 3154119

46．家　計　外　消　費　支　出 619816 0 0 0 0

47．力蓬　　　戊目　　　者　　　　F妊　　　　f尋 7794217 0 0 0 0

48．営’　　　　　業　　　　　　余　　　　　　乗0 螂5841 0 o 0 0

49．資　本　減　耗　引　当 16124351
　　　　　　　　1

0 o 0 0

50．隣］　　　　　　　　　接　　　　　　　　　　税 ユ270556 0 0 0 o

51．補　　　　　助　　　　　金 一
75240 o 0 0 0

52．総　　　　　投　　　　　入 315〔）5677 627161 G工17524 lf｝80996 3154］19

76 38一



地絨における公共投資の波及効果（木下）
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